
令和５年度「特色ある学校づくり事業」実践事例 
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テーマ 「郷土を知り、郷土を愛する心豊かな児童を育てる」 

目 的 

 

 

 

○ 郷土の伝統産業である窯業文化を学ぶ学習 

○ 郷土の豊かな自然環境を知り、自然の浄化作用を学ぶ環境学習 

○ 地域の人々とのかかわりを通した福祉学習 

○ 豊かな人間性をはぐくむ基礎となる学力の充実 

○ 学校を拠点とした地域教育力活用による「地域と共にある学校」づくり 
 

 本校区は、４００年以上の歴史をもつ伝統ある窯業の里であり、三川内山･江永･木原の

三皿山を中心として、多くの陶工が、「三川内焼」の生産にあたっている。陶工たちは、

平戸藩御用窯として育まれてきた窯業文化を受け継ぎ、伝統工芸品である「唐子絵･花鳥

山水･透かし彫」等の技術でつくられる「三川内焼」の作陶と開発に励んでいる。 

本校は、豊かな自然にも恵まれ、歴史と伝統を受け継ぐ、すばらしい教育環境の中にあ

る。本年、創立１５０周年を迎え「あったか三川内」を合言葉に、伝統ある学び舎と家族

的な温かい雰囲気の中で、素直で純朴な児童が仲よく健やかに学校生活を送っている。地

域住民の学校教育に対する期待と関心は非常に高く、学校の教育活動に対し、大変積極的

に、熱心な協力や支援をいただいている。 

   地域の関係機関･団体と協力･連携を図りながら、学校･家庭･地域が一体となって、様々

な取組や諸活動を展開し、「地域と共にある学校｣「ふるさと三川内を愛する絆づくり」の

推進に取り組んでいる。 

 コロナウィルス感染症の５類移行に伴い、これまでの行事・活動の内容を見直し、工夫

を加えながら、地域住民・家庭と連携を図りながら取り組んだ。 

佐世保市立三川内小学校 
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校長 磯平 正敏 

学級数 １０（特別支援学級３） 

児童数１７３名（令和５年５月１日現在） 

 



実践内容 

１「交流」体験活動…地域の方々とふれ合う活動に、積極的に取り組んだ。 

① 自然体験学習…３年生は、小森川の水生生物を調べ、自然環境を追究する課題を設定した。

水生生物に詳しい講師を招いて、小森川に生息する生き物や自然環境を保全する大切さに

ついて教えていただいた。また、学んだ内容をタブレットでまとめ発信することができた。

自分たちが住んでいる三川内の自然の豊かさを再発見することで、地域のすばらしさに関

心をもち、郷土に愛着をもつ心が高まった。 

 

 

 

 

 

 

   

② 三川内っ子ふれあいタイム………１１月２２日実施。今年度は、三川内小創立 150 周年記

念ふれあいタイム拡大版として実施した。初めに「オープニングセレモニー」を行い、各

学年の活動内容のアピールや３年生がアルカス佐世保で披露した音楽発表会の出し物を披

露した。午前中は、第 1 部・第 2 部と活動内容を分け、学年ごとに工夫を凝らした内容を

実施した。来賓３１名、地域６５名 保護者１２８名合計のべ２２４名の参観があり、地

域・家庭の関心の高さが伺えた。また、健全育成会等より４名と地域講師２名の協力を得

ての活動を行った。各学年の内容は以下のとおりである。 

＜１・２年生＞：おもちゃで遊ぼう「笑顔で遊ぼう秋フェスタ！三川内わくわく広場」 

 自分たちが生活科や図工科の学習で作った「手作りおもちゃ」や「楽しいおもちゃ屋さ

ん」（木の実ダーツ・輪投げ・的あて・紙飛行機・紙ずもう・どんぐりごま・風で動く車・

迷路など）を体育館で店を出し、地域の方々や保護者、園児等と一緒に楽しく遊んだ。お

客さんである地域の方や保護者の方に賞賛や助言をいただくことで、子どもたちはより良

い出店にしようと工夫しながら活動できた。参加した人には、手作りの景品や記念品を用

意し、世代を超えた人と人との温かい交流の場となった。 

＜３年生＞：「大好き！三川内のいいところ！」・「親子でしめ縄リース作り」 

 第 1 部では、小森川調べで学習した内容をタブレットでスライドにまとめ発表を行った。

その際、参観者の関心を高めるために、校内で飼育している小森川の生き物を種類に分け

て展示した。第２部では、親子でしめ縄リース作りに取り組んだ。事前に個人で用意して

いた飾りを使い、思い思いのリースを制作した。藁を上手に編み込む地域の４名の達人技

に魅了され、更に地域への愛着を増した時間となった。 

＜４年生＞：「福祉体験学習発表会」・「親子で焼き物絵付け体験」 

 ９月~１１月に社会福祉協議会の協力のもと福祉体験学習を実施した内容を、タブレット

を活用してスライドにまとめ活動内容の発表を行った。アイマスク体験や車いす体験のほ

か、地域に出て探した福祉の工夫について感想を交えながら発表を行い、地域福祉の大切

さを改めて学んだ。第 2 部では、地元の窯元様の指導を受け、皿の絵付けを行った。絵付



け体験は三川内ならではの活動であり、三川内の伝統産業のすばらしさを窯元の方から直

接指導していただく貴重な体験となっている。親子でのふれあいの時間でもあったが、親

子共に大変集中して絵付けに取り組むことができた。自分たちが絵付けをした焼き物が戻

ってきたときの嬉しそうな表情からも、「三川内焼き」に対する愛着が更に増していた。 

＜５年生＞：「おにぎり・味噌汁作り」 

 ５月の種まきから始まり６月の田植え、10 月の稲刈りと地域の方の協力を得て経験し、

そのお米を使って親子で調理を行った。また、味噌汁は、６月に味噌店の方を講師に招い

て作った手作り味噌を用いた。地域の方々や保護者に、自分たちが作った「おにぎり」と

「味噌汁」を振舞い「おいしい。」と大好評であった。また、稲作の指導者を招待し感謝の

気持ちを伝えた。農業体験や味噌作り、など、活動全般を通して地域にある「人・もの・

こと」の豊富さやつながりの大切さを学んだ。活動後の子どもたちの誇らしげな表情は、

充実感・達成感に満ちていた。 

＜６年生＞ 「世界へ発信！わたしたちの三川内！」 

 長崎国際大学の留学生との交流を通して、日本と外国との文化の相違点に気付き改めて

地域のよさを実感した。ふれあいタイムでは、三川内のよいところ、誇れるところや課題

について事前に調べたことをもとに、講師として迎えた本校卒業生と「将来の三川内」に

ついてディスカッションを行ない、地域の将来について真剣に考えることができた。また、

三川内を紹介するホームページ（学年内閲覧用）を英語・中国語・韓国語に翻訳し、保護

者・地域の方、留学生に紹介した。留学生や本校出身の先輩との交流を通して、新たな考

えに気付くとともに、現状から課題を発見することができた。また、ホームページ作成に

より相手意識を高め、伝えたい内容を精選、整理するなど表現する力を高めた。世界や地

域を深く調べる活動を通して、さらに、郷土愛を深めることができた。 

③「遊びの達人塾」 

本年度は「ふれあいタイム」の午後に全校で実施した。健全育成会１０名、PTA６名の

協力のもと、こま回し、竹とんぼ、ハマ投げ等、昔遊びを中心に縦割り班で遊びのコーナ

ーを回り地域・保護者に指導を受けながら楽しく遊ぶことができた。 

   

 

  

 

 

 

 

    １年生の元気な発表       手作りおもちゃの出店    達人のしめ縄づくり 

 

   

 

 

 

 

 絵付け体験          おにぎり・味噌汁作り    三川内のよさを伝える 

 



  ④ 学校図書ボランティア「WAKU  WAKU おはなし隊」…毎週火曜日８：２５～８：４０  

各学級へ入り、読み語りをしていただいている。学年に応じた内容の絵本を読み聞かせな

ながら、時折子どもたちに質問を投げかけたりと、子どもたちを本の中の世界に導いてく

ださっている。子どもたちは、火曜日を楽しみにしており、読書に親しむ児童が増えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

２ 「ふるさと三川内」体験探究活動 

① 三川内の伝統工芸である三川内焼について学年を越えて探究する。課題を見付け、調べ、

まとめる活動を通して、ふるさと三川内のよさを改めて実感する学びとなる。今年度は、

１５０周年記念事業の一環として全学年で絵付け体験を行った。また、全校で「唐子絵大

会」を開催したり、三川内陶器市に出かけたりして、三川内が誇る伝統工芸に親しんだ。

地元三川内焼きの高度な技術や伝統工芸のすばらしさに気付き関心を高める子が増えた。

さらに、高学年になるにつれ主体的な学習へと学びが高まっている。 

 

３「栽培・収穫」体験活動…児童は豊かな自然の恵みを味わい、地域の｢達人･名人｣から、いのち

の尊さや生産の努力や苦労について学んだ。 

① 校区内水田での米作り体験活動…５年生が、地域の｢米作り名人｣の方々に熱心に御指導い

ただき、種まき・田植え･稲刈りまでの米作りを体験することができた。学級役員さんとの

連携を図り、保護者と協力して実施した。保護者自身が米作りが初めてという方も多く、

子どもたちと声を掛け合いながら米作りの大変さを共に実感していた。落ち穂を丁寧に拾

う子どもたちの様子からは、米作りの苦労を知り改めて感謝の気持ちをもつことができた。 

② 学校園でのサツマイモ栽培活動…１・２年生を中心に、親子で芋さしから芋掘りまでを体

験し、収穫の喜びを味わうことができた。 

 

 

 

 

 

 

       達人の説明        稲刈りの方法       稲刈りに挑戦 

     

 

 

 

 

たくさんのお芋がとれました 



４「おもてなしの心」「かかわり合い」で心豊かに 

① 手作りのおにぎりと味噌汁…５年生による１１月のふれあいタイムでの取組。児童が作っ

た米と味噌を使って、心を込めて「おにぎりと味噌汁」を作り、米作りから、脱穀までを

指導していただいた地域講師を、感謝の気持ちで「おもてなし」した。今年は、たくさん

の地域の方もお招きし、活動体験の喜びと感謝の気持ちを伝えることができた。 

② 異学年とのかかわり…毎日の集団登校や、「縦割り遊び」「花いっぱい運動」「三川内スポー

ツ」「三川内エンジョイ」など、異学年と関わる活動を実施することで、相手の気持ちを察

し、考えることができる豊かな心を育んでいる。今年度も、「花いっぱい運動」で使用する

花苗を、５・６年生が種から育てた。また、「三川内スポーツ」は、体育委員会の子どもた

ちが「三川内エンジョイ」は、運営委員会の子どもたちが企画・運営を行い、全校の子ど

もたちの中に定着し、誘い合って参加している。会の企画・運営のやり方にも慣れ、高学

年の子どもたちが主体的に運営することができるようになってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

     花いっぱい運動        三川内スポーツ       縦割り遊び 

 ③ 創立１５０周年記念式典・・・２月２日（金）に記念式典を行なった。来賓・地域・保護者・全校児童、職

員を含めた総勢約３００名の盛大な式典となった。式典の出し物として、最後に披露する作文発表と全校合

唱をすばらしいものにしようと練習に取り組んだ。作文は、６年生全員で考えた「私たちを成長させてくれる

三川内小学校～４つの誇り～」を６名の代表児童で発表した。一人ひとりが元気よく発表することができた。

また、全校合唱は、昭和２４年に作られた「学校讃歌」を披露した。この歌を作詞された歴代校長のひ孫（６

年生）がピアノ伴奏し、６年児童の堂々たる指揮のもと、元気いっぱいの合唱をすることができた。参加され

た地域・保護者の中には、感動して、涙ぐむ方もおられ、伝統を守り、受け継いでいくことの大切さを学んだ。

式典に参加されるお客様に、創立１５０周年を迎えた喜びと決意を伝えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三川内小学校では 
「あったか三川内」を合言葉に 
 三川内の地に足を着け、三川内を愛する 
心豊かな児童を育てています！  


